
①状況把握
「人命第一」

②職員のための
　後方支援

③現場での自発的
　判断・行動を促す
　環境づくり

④事業の継続

：その時すべきこと ：そのために事前にすべきこと

※考えうる主な項目であり、すべてを網羅しているわけではありません。自施設・事業所の状況も踏まえ必要事項を検討してください。

施設系
（店舗型）

施設系
（店舗型）

■
安
全
確
保

　■
状
況
確
認
・
情
報
収
集 

震
源
や
周
囲
の
被
災
状
況
な
ど
を
確
認

■
現
場
で
働
く
職
員
の
不
安
解
消 
事
業
者
が
職
員
の
家
族
や
自
宅
を
確
認
し
職
員
に
連
絡
す
る

﹇
想
定
さ
れ
る
連
絡
方
法
﹈

携
帯
電
話
、固
定
電
話
、メ
ー
ル
、携
帯
電
話

の
災
害
伝
言
板
サ
ー
ビ
ス
、公
衆
電
話
、

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル（
１
７
１
）

▼
災
害
時
の
基
本
方
針
・
行
動
指
針
作
成
・
共
有

　▼
職
員
へ
の
教
育
、意
識
統
一

▼
確
認
体
制
整
備
・
周
知

▼
各
種
連
絡
方
法
の
使
用
方
法
周
知
・
訓
練

▼
設
置
基
準
の
策
定
・
周
知

▼
建
物
の
避
難
経
路
確
保

　▼
避
難
場
所
の
確
認

　▼
入
所
者
・
利
用
者
把
握
・
対
応

▼
家
族
へ
の
緊
急
連
絡
体
制

　▼
持
ち
出
し
リ
ス
ト
作
成

▼
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
懐
中
電
灯
等
の
準
備

■
事
業
者
・
職
員
間
の
連
絡
手
段
・
連
絡
項
目
の
共
有

▼
各
種
連
絡
方
法
の
使
用
方
法
周
知
・
訓
練

▼
約
束
事
の
整
備（「
震
度
○
以
上
で
参
集
」な
ど
）
　▼
必
要
な
物
品
の
備
蓄

▼
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
等
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
導
入

▼
重
要
書
類
を
複
数
箇
所
に
保
存

■
職
員
の
安
否
お
よ
び
従
事
で
き
る
職
員
の
確
保

▼
近
隣
施
設
・
医
療
機
関
・
地
域
住
民
等
と
の
協
力
体
制
整
備

■
地
域
連
携

■
書
類
・
デ
ー
タ

■
避
難（
安
全
確
保
）

■
災
害
対
策
本
部
設
置

■
入
所
者
家
族
の
安
否

▼
連
絡
先
の
確
保

■
在
宅
利
用
者
の
安
否
確
認

　（利
用
者
家
族
の
安
否
確
認
）

訪問系

訪問系

▼
利
用
者
・
家
族
へ
の
事
前
ア
プ
ロ
ー
チ

　▼
利
用
者
宅
の
間
取
り
・
危
険
因
子
確
認

▼
避
難
経
路
確
認

　▼
避
難
訓
練

　▼
家
族
へ
の
緊
急
連
絡
体
制

▼
持
ち
出
し
リ
ス
ト
作
成

　▼
懐
中
電
灯
・
簡
易
救
急
セ
ッ
ト
等
の
準
備

■
サ
ー
ビ
ス
提
供
場
所
の
確
保

■
移
動
手
段
の
確
保

■
各
種
設
備
の
復
旧

▼
ト
リ
ア
ー
ジ
マ
ッ
プ
作
成
・
共
有

施設系
（店舗型）

▼
耐
震
工
事

▼
代
替
場
所
の
確
保

施設系
（店舗型）
▼
発
電
機
・
燃
料
・
オ
ム
ツ
等
の
備
蓄

■
食
事

施設系
（店舗型）
▼
簡
易
調
理
機
器
・
食
糧
・
水
等
の
備
蓄

訪問系

▼
燃
料
等
の
備
蓄

①
状
況
把
握「
人
命
第
一
」

「
自
分
が
助
か
っ
て
い
な
け
れ
ば
利
用

者
を
助
け
る
こ
と
も
で
き
な
い
」と
い

う
意
識
を
持
ち
、
地
震
発
生
直
後
は
と

に
か
く
安
全
を
確
保
。
現
状
を
迅
速
に

正
し
く
把
握
す
る
こ
と
も
重
要
と
な

る
。
緊
急
時
、
職
員
そ
れ
ぞ
れ
が
実
践

で
き
る
よ
う
、
基
本
方
針
や
行
動
指
針

を
策
定
し
て
教
育
を
徹
底
し
、
全
職
員

で
共
有
す
る
。

②
職
員
の
た
め
の
後
方
支
援

家
族
や
自
宅
の
被
災
状
況
が
気
に

な
っ
て
利
用
者
の
安
全
確
保
に
集
中
で

き
な
い
こ
と
の
な
い
よ
う
、
事
業
者
側

が
安
否
確
認
を
す
る
旨
周
知
し
て
お

く
。
ま
た
想
定
で
き
る
連
絡
体
制
と
、

連
絡
す
べ
き
事
項
も
共
有
す
る（
カ
ー

ド
型
に
し
て
携
帯
す
る
の
も
有
効
）。

③
現
場
で
の
自
発
的
判
断
・
行
動
を

　
促
す
環
境
づ
く
り

適
切
な
判
断
で
避
難
等
が
行
え
る
よ

う
事
前
に
準
備
す
る
。
施
設
系
で
は
主

に
状
況
に
沿
っ
た
職
員
お
よ
び
入
所
者

の
避
難（
安
全
確
保
）、
訪
問
系
で
は
、

①
サ
ー
ビ
ス
提
供
中
で
あ
れ
ば
職
員
と

利
用
者
の
避
難（
安
全
確
保
）、
②
職
員

が
事
業
所（
自
宅
）待
機
中
で
あ
れ
ば
職

員
の
安
全
確
保
と
必
要
な
利
用
者
の
安

否
確
認
│
│
が
求
め
ら
れ
る
。
施
設
系

で
あ
れ
ば
、
避
難
訓
練
に
は
全
職
員
が

参
加
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
想
定
の
も
と
で

行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。
訪
問
系
事
業

所
で
あ
っ
て
も
、
で
き
れ
ば
利
用
者
宅

で
の
訓
練
実
施
、
少
な
く
と
も「
一
軒

家
」「
集
合
住
宅（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
使

用
）」「
独
居
」な
ど
の
状
況
別
に
想
定

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
危
険
因
子
等
を
確
認

し
て
お
く
こ
と
で
、
ヘ
ル
パ
ー
が
適
切

な
行
動
を
と
り
や
す
く
な
る
。
マ
ニ
ュ

ア
ル
等
が
な
く
て
も
職
員
が
動
け
る
よ

う
、
そ
れ
ら
の
事
柄
を
日
頃
か
ら
頭
に

入
れ
て
お
く
。

ま
た
、
事
前
に
利
用
者（
入
所
者
）・

家
族
と
の
災
害
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
、
連
絡
先
の
表
や
持
ち
出
し
リ
ス

ト
な
ど
も
作
成
し
て
お
く
と
よ
い
。

④
事
業
の
継
続

入
所
者
・
利
用
者
を
引
き
続
き
支
援

す
る
た
め
に
必
要
な
機
能
を
備
え
る
。

周
辺
の
安
否
確
認
は
も
ち
ろ
ん
、
従
事

す
る
職
員
の
確
保（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
含

む
）、
食
糧
や
飲
料
水
、
排
泄
、
清
潔

保
持
、
職
員
の
移
動
な
ど
日
常
の
生
活

を
想
定
し
た
準
備
を
し
、
周
辺
地
域
と

の
連
携
や
い
ざ
と
い
う
と
き
の
協
力
体

制
を
構
築
す
る
。（「
何
が
な
け
れ
ば
支

援
が
続
け
ら
れ
な
い
か
」の
観
点
で
考

え
る
と
よ
い
）
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●ありえない
例：「こんな被害はありえない」ではなく、常に最悪と思
われる状況を想定する

●あたりまえ
例：「職員は知っているのがあたりまえ」ではなく、常に
情報共有と確認を怠らない

●あってはならない
例：「避難中にケガさせるなどあってはならない」と決め
つけるのではなく、人命を最優先とした現場の判断
を尊重する

●あいまいさ
例：「何かあったら臨機応変に」では緊急時に何も対応
できない。ある程度の行動指針と基準を策定する

7設備の落下、転倒
7建物損壊
7火災
7津波
7停電（エレベーター等の
停止）

7断水
7ガス供給の停止
7連絡機能マヒ
7移動手段（交通のマヒ、
渋滞や路面状況、燃料
不足）

7物資不足
7情報の錯綜
7土砂崩れ
7高齢者の状態悪化
7避難時のケガ

大地震発生！！

災害対策に必要な考え方
４つの       の排除

介護施設・事業所で
想定される主なリスク

災
害
を
乗
り
切
る
4
つ
の
柱

パ
ー
ト
３
で
は
こ
れ
ま
で
の
内
容
を
踏
ま
え
つ
つ
、
実
際
に
大
き
な
地
震
が
起
こ
っ
た
場
合
に
何

を
す
べ
き
か
、ま
た
そ
の
た
め
に
必
要
な
事
前
準
備
を
想
定
し
、項
目
ご
と
に
提
示
す
る
。

【
監
修
】株
式
会
社
フ
ォ
ー
サ
イ
ツ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ　

大
塚
克
巳

PART 3

そ
の
瞬
間
を

乗
り
切
る
た
め
に

災害発生

介護現場の緊急時対策災害時の安否を分ける［第2特集］
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